
議会だより
ないえ

発 行　北海道奈井江町議会　／　編 集　広報常任委員会

主な記事

検 索奈井江町議会http://www.town.naie.hokkaido.jp/gikai/

第10号
平成30年２月15日発行

第４回定例会報告   P2
町 政  ここを問う（一般質問）   P3～P6
ハウスヤルビ町視察報告   P7
常任委員会報告   P8～P9
浦臼町議会との交流会・各種委員会報告   P10

hyou1.indd   1hyou1.indd   1 2018/02/08   11:44:182018/02/08   11:44:18



2
ないえ議会だより　2018.2.15

第４回定例会は12月13日から15日まで
開催されました。提案された条例や補正
予算などすべてを可決し、諮問1件を特
別委員会への付託としました。

その結果、平成29年度一般会計予算
の歳入歳出総額は57億7,957万円になり、
その他１件の意見書を可決し閉会しまし
た。

第４回定例会で審議された議案  
旧江南小学校を社会福祉法人日本介護事業団へ
無償譲渡することについて特別委員会を設置

【議案審議結果】

補
正
予
算

平成29年度一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を求めることに
ついて （衆議院選挙費として842万円追加）

全会一致

平成29年度一般会計補正予算（第８号）
 （台風18号被害による庁舎・職員住宅の修繕660万円を追加、
 人事異動・人事院勧告による職員費の精査）

全会一致

平成29年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
 （人事院勧告に基づく職員の人件費486万円増等）

全会一致

平成29年度下水道事業会計補正予算（第２号） （起債の追加等） 全会一致

条
例
等

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
 （人事院勧告に基づき、給料平均0.2％・手当0.1カ月増の改正）

全会一致

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
 （特殊な業務に対し手当を支給することに伴う改正）

全会一致

諮
問

旧江南小学校を無償譲渡することについて
 （審査特別委員会の設置を議決）

全会一致

高校生の議会傍聴 12月13日の一般質問を奈井江商業高校２年生
29人が傍聴し、感想を寄せていただきました
ので掲載いたします。西野 美香 さん

　初めて奈井江町議会の町政一般質問を傍聴しました。RTK-GPS基
地の設置に向けた計画及び対応機器導入の購入支援についての質問・
答弁が行われていました。質疑内容は大変難しい内容でしたが、町政
について真剣に考えていることが、議会の雰囲気から理解することが
できました。
　さらに、奈井江町の10年後や20年後のことを考え、議論されていて、
新しく農業経営を始めた方々や農業の新しい形を考えている若い経営
者に対する支援も大切なことであると、改めて気づかされました。

成田 葵樹 さん
　奈井江町議会を傍聴して、議場における議員の方々の一般質問に対する北町長の答弁を拝聴して思ったことは、
奈井江町の問題点や将来のことについて、皆さんがよく話し合って決めていることがよく理解できたことです。
新規就農者の受け入れや支援の問題、RTK-GPS基地局の設置費用やGPS機器の性能の良さが、農業の正確さの
向上につながるなど、普段あまり聞き慣れないような内容を伺うことができ、大変貴重な経験になりました。

【意見書審査結果】
意　　見　　書　　名 提案者

平成29年度以降の「産地交付金」の満額交付などを求める意見書 竹森　毅　議員

上記の意見書は全会一致で可決し、衆参両院議長、内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました。
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遠 

藤
現
在
60
代
の
農
業
従
事
者
の

中
で
約
半
数
は
後
継
者
が
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

10
年
後
を
見
据
え
た
時
、
離

農
者
の
増
加
に
よ
り
、
一
戸
当

た
り
の
耕
作
面
積
が
膨
大
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
個
々
の
農
業
者

に
も
限
界
が
あ
り
、
農
地
を
守

れ
ず
耕
作
放
棄
地
の
増
加
の
恐

れ
も
あ
る
。

今
後
、
特
に
新
規
参
入
者
の

人
材
確
保
と
、
育
成
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
き
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
関
係
機
関
と
連

携
を
し
、
協
議
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。　

ま
た
、
全
道
的
に
み
て
新
規

参
入
者
は
、
道
外
か
ら
意
欲
を

も
っ
て
来
る
傾
向
が
あ
る
。

今
後
、
新
規
参
入
者
に
対
す

る
受
け
入
れ
や
育
成
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町 

長
高
齢
化
等
に
よ
り
農
家
戸
数

が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
農

家
一
戸
当
た
り
の
経
営
規
模
が

更
に
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。　
　
　

離
農
者
が
出
た
場
合
の
農
地

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
担
い
手

に
集
積
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
現
状
で
は
規
模
拡
大
に
意

欲
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多
い

の
も
本
町
の
傾
向
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年

で
は
、
４
名
の
新
規
就
農
者
が

誕
生
す
る
と
い
う
、
明
る
い
話

題
も
あ
る
。

近
年
、
民
間
へ
の
就
職
を
経

た
Ｕ
タ
ー
ン
組
が
多
い
状
況
に

あ
る
。

Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
支
援
策
と

し
て
、
国
の
制
度
で
あ
る
次
世

代
人
材
投
資
資
金
の
交
付
を
行

っ
て
い
る
。

新
規
就
農
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
担

い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
、
制
度
活
用
も
含
め
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。　

新
規
就
農
者
の
支
援
や
担
い

手
の
育
成
は
、
本
町
の
農
業
振

興
を
図
る
う
え
で
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

10
年
、
15
年
先
の
将
来
を
見

据
え
た
時
、
様
々
な
課
題
が
で

て
く
る
と
予
測
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
や

普
及
セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
仕
組

み
な
ど
検
討
し
た
い
。

12月定例会では５人の議員が 一般質問 を行いました。
QRコードQRコード を読み込むことで一般質問の音声を聞くことができます。を読み込むことで一般質問の音声を聞くことができます。

は５人の議員がは５人の議員が を行いましたを行いました

ここここをを問問うう
農
業
の
担
い
手
育
成 　
　
　

新
規
就
農
者
の

確
保
と
育
成
が
重
要

町
長 

関
係
機
関
と
連
携
し
新
た
な
仕
組
み
を
検
討

遠藤共子
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三 

浦
今
年
度
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
公
園
管
理
を
支
援
す

る
、「
公
園
の
里
親
制
度
」
を

検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。

町 

長

　
「
公
園
の
里
親
制
度
」
は
、

住
民
と
と
も
に
、
継
続
的
に
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、公
園
等
の
公
共
施
設
を「
子

ど
も
」
に
見
立
て
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
「
里
親
」
に
な
っ
て

三 

浦
地
域
の
高
齢
者
等
支
え
あ
い

活
動
を
し
て
い
る
方
か
ら
「
新

た
に
65
歳
に
な
っ
た
方
や
亡
く

な
っ
た
方
、
施
設
入
所
や
転
居

な
ど
、
日
々
変
化
す
る
対
象
者

の
実
態
が
つ
か
み
き
れ
な
い
」

と
い
う
悩
み
を
聞
く
が
、
名
簿

の
更
新
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

ま
た
、
区
長
や
係
が
交
代
し

て
も
、
活
動
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
支
え
愛
条
例
や
小
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
概
要
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
冊
子
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

町 
長

　

名
簿
更
新
は
、
①
住
民
移
動

デ
ー
タ
か
ら
、
対
象
者
（
65
歳

以
上
の
独
居
世
帯
・
高
齢
夫
婦

の
み
の
世
帯
）
を
抽
出　

②
介

護
や
障
が
い
認
定
の
あ
る
方
か

ら
身
体
状
況
等
を
聞
き
取
る　

③
役
場
窓
口
や
自
宅
訪
問
で
名

簿
登
録
へ
の
同
意
を
得
る
と
い

う
手
続
き
を
経
て
行
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
①
の
作
業
を
手
作

業
で
行
っ
て
い
る
た
め
実
態
の

把
握
に
時
間
が
か
か
る
、
③
の

自
宅
訪
問
に
お
い
て
も
、
不
在

な
ど
で
面
会
で
き
な
い
事
例
も

多
く
、
平
成
28
年
８
月
以
降
、

名
簿
更
新
の
作
業
を
一
時
中
断

し
て
い
る
。

　

現
在
、
作
業
効
率
を
上
げ
る

た
め
、デ
ー
タ
集
約
に
関
し
て
、

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
で
の
対
応

や
、
名
簿
登
載
の
同
意
確
認
の

方
法
を
自
宅
訪
問
に
加
え
て
、

郵
送
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
作
業
を
進

め
、
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に

名
簿
更
新
作
業
に
着
手
し
、
最

新
の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
に
お
い
て
は
、
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
の
状
況
は

あ
る
も
の
の
、
日
常
的
な
生
活

や
、
災
害
時
な
ど
、
住
民
相
互

の
支
え
あ
い
は
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
期
的

な
広
報
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
、
地

域
で
活
用
で
き
る
冊
子
等
の
作

成
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

も
ら
い
、
定
期
的
に
清
掃
や
、

除
草
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

あ
る
。

　

現
在
、
事
業
実
施
要
綱
を
作

成
中
で
、
30
年
度
よ
り
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
一
部
の
町
内

会
等
で
、
自
発
的
に
公
園
の
環

境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
が
あ
り
、
今
後
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
、
地
域
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
住
民
に
浸
透

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
等
で
住
民
や
各
種
団
体
に

周
知
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
内
会
等
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
、
こ
の
制
度
や
実
施

要
綱
に
つ
い
て
説
明
に
出
向
き

た
い
。

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
更
新
に
つ
い
て 　
　
　

対
象
高
齢
者
の
把
握
が

助
け
合
い
活
動
の
カ
ギ

町
長 
名
簿
更
新
の
効
率
化
を
早
急
に
検
討

公
園
の
里
親
制
度
に
つ
い
て 　

　
　

目
に
見
え
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
期
待

町
長 

30
年
度
ス
タ
ー
ト
に
む
け
実
施
要
綱
作
成
中

三浦きみ子
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ここここをを問問うう

5

大 

関
土
地
改
良
事
業
や
、
産
地
ブ

ラ
ン
ド
確
立
支
援
事
業
等
の
継

続
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
水
稲
に

つ
い
て
は
、良
い
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
ゆ
め
ぴ
り
か
の
低
た

ん
白
米
出
荷
率
は
80
％
と
過
去

最
高
で
あ
る
。

こ
の
成
績
を
出
し
た
本
町
の

優
良
農
地
を
守
っ
て
き
た
の

は
、
長
年
守
り
続
け
て
き
た
農

業
委
員
会
の
活
動
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

特
に
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

集
積
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

や
解
消
に
は
成
果
を
上
げ
て
い

る
。平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
農

業
委
員
会
法
が
変
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
管
内
で
も
最
も
低
水

準
で
あ
る
農
業
委
員
の
報
酬
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

町 

長
昨
年
、
農
業
委
員
会
法
の
一

部
改
正
で
は
、
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事

項
が
必
須
に
な
っ
た
が
、
本
町

は
、
従
来
よ
り
取
り
組
み
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

本
町
の
遊
休
農
地
比
率
0.2

％
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率

89
％
で
あ
り
、
農
地
利
用
の
効

率
化
及
び
高
度
化
は
相
当
程
度

図
ら
れ
て
い
る
。

報
酬
に
つ
い
て
は
近
隣
も
、

据
え
置
い
て
い
る
。

管
内
の
動
向
や
、
他
の
行
政

委
員
と
の
並
び
等
を
考
慮
し
、

慎
重
に
対
応
し
て
参
り
た
い
。

笹 

木

①
政
府
は
12
月
８
日
幼
児
教

育
・
保
育
や
高
等
教
育
の
無
償

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
人
づ

く
り
革
命
」
と
「
生
産
性
革
命
」

を
２
本
柱
と
し
た
、
新
し
い
経

済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
閣
議
決

定
し
た
。

　

国
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く

り
で
あ
り
、
人
へ
の
投
資
が
未

来
を
開
く
と
の
考
え
か
ら
、
教

育
無
償
化
に
は
２
兆
円
規
模
を

投
じ
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
は
、
８
千
億
円
を
想
定

し
て
い
る
。

　

国
で
は
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
５
歳
児
の
無
償
化
が
先
行
実

施
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
町

独
自
に
先
行
実
施
す
る
考
え
方

と
、財
政
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

②
今
回
の
幼
児
教
育
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
の
重
要

性
に
鑑
み
、
家
庭
の
経
済
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど

も
に
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
保

証
す
る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。

　

教
育
に
光
が
当
た
り
過
去
最

大
と
な
る
施
策
を
受
け
、
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

町 

長
本
町
で
は
、
保
育
料
軽
減
措

置
と
し
て
５
歳
児
で
は
50
％
、

０
歳
児
か
ら
４
歳
児
ま
で
は
10

％
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
第

３
子
の
無
料
化
な
ど
、
多
子
軽

減
措
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
行
の
支
援
制
度
か
ら
、
無

償
化
に
拡
充
し
た
場
合
の
、
平

成
30
年
度
の
見
込
み
額
に
つ
い

て
は
、
５
歳
児
で
は
21
名
280
万

円
の
増
額
。
３
歳
児
４
歳
児
で

は
60
名
、
1
千
万
円
増
額
の
影

響
が
見
込
ま
れ
る
。

本
町
と
し
て
、
多
子
軽
減
策

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
幼
児

教
育
の
大
切
さ
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

家
庭
負
担
の
軽
減
や
集
団
生

活
に
慣
れ
る
な
ど
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
に
は
同
意
見
で
あ
る

が
、総
合
的
に
町
財
政
も
含
め
、

国
と
同
時
の
ス
タ
ー
ト
を
し
た

い
と
考
え
る
。

大関光敏

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て 　
　
　

先
行
実
施
の
検
討
を

町
長 

総
合
的
に
考
え
国
と
同
時
の
ス
タ
ー
ト
を

農
業
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て 　
　
　

農
業
委
員
会
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要

町
長 

慎
重
に
対
応
し
て
参
り
た
い

笹木利津子
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竹 

森

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
国
保

事
業
が
広
域
化
さ
れ
る
。

　

新
聞
で
は
、
道
内
の
自
治
体

の
ほ
と
ん
ど
が
、
保
険
税
の
負

担
が
減
る
と
報
道
し
て
い
る
。

　

本
町
の
被
保
険
者
の
世
帯
当

た
り
税
額
は
減
る
の
か
。

　

ま
た
、
国
保
基
金
の
運
用
は

ど
う
す
る
の
か
。

　

保
険
税
の
賦
課
方
式
で
、
本

町
は
、
資
産
割
を
入
れ
た
４
方

式
で
賦
課
し
て
い
る
。

　

今
後
本
町
に
お
い
て
、
全
道

の
８
割
が
採
用
し
て
い
る
、
所

得
割
・
被
保
険
者
均
等
割
・
世

帯
別
均
等
割
の
３
方
式
に
変
更

す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町 
長

　

来
年
度
か
ら
は
、
道
が
算
定

し
た
納
付
金
を
、
町
内
被
保
険

者
か
ら
集
め
、
道
に
納
め
る
こ

と
に
な
る
。

　

現
在
、
道
の
試
算
に
よ
る
概

算
納
付
金
を
、
現
行
の
保
険
税

率
で
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
、
収

納
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
国
の

交
付
金
の
見
直
し
や
被
保
険
者

数
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
、
保

険
税
が
上
が
る
要
素
も
あ
る
。

　

道
の
方
針
に
よ
る
と
、
負
担

増
が
見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
６

年
間
の
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら

れ
る
が
、
終
了
後
の
上
昇
対
応

と
し
て
、
道
の
標
準
保
険
料
に

近
づ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

　

国
保
基
金
の
活
用
や
財
源
の

竹 
森

　

８
月
に
、
奈
井
江
町
農
業
振

興
会
が
、
町
と
Ｊ
Ａ
に
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
農
業
推
進
に
係
わ
る
要
望

書
」
を
提
出
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ

ー
タ
を
補
正
す
る
（
Ｒ
Ｔ
Ｋ—

Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
基
地
局
の
設
置
。

②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
器
の

導
入
を
よ
り
進
め
る
た
め
の
助

成
。

　

そ
こ
で
、
町
と
し
て
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

町 

長

　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
―
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
す

る
と
、
農
作
業
機
械
の
正
確
な

位
置
情
報
（
誤
差
精
度
２
〜
３

㎝
）
を
得
ら
れ
、
そ
れ
が
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
表
示
さ
れ
る
。

持
続
性
を
含
め
、
負
担
の
か
か

ら
な
い
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

保
険
税
の
賦
課
方
式
は
、
道

で
は
３
方
式
で
算
定
し
て
い
る

が
、
全
道
統
一
の
算
定
方
式
で

は
な
く
、
各
自
治
体
の
被
保
険

者
数
、
所
得
階
層
の
分
布
、
産

業
構
造
な
ど
を
勘
案
し
、
過
剰

な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市

町
村
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
資
産
割
額
は
、
約
１

千
２
百
万
円
あ
る
。
３
方
式
に

変
え
る
場
合
、
こ
の
分
を
ど
う

賦
課
す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
。

　

平
成
30
年
度
以
降
の
税
額

は
、
公
平
負
担
と
な
る
よ
う
慎

重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
基
地
局
を
町
の
中
心
部

に
１
基
設
置
す
る
こ
と
で
、
町

内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
伺

っ
て
い
る
。

　

担
い
手
農
家
の
規
模
拡
大
が

進
む
本
町
農
業
で
、
労
働
力
不

足
の
解
消
や
効
率
的
な
作
業
に

よ
る
経
費
削
減
、
夜
間
作
業
の

負
担
軽
減
な
ど
、
生
産
性
向
上

の
為
、
必
要
に
な
る
設
備
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

今
回
、
ホ
ク
レ
ン
の
「
低
コ

ス
ト
型
Ｒ
Ｔ
Ｋ
―
Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地

局
事
業
」
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ
が

基
地
局
の
設
置
を
計
画
を
し
て

お
り
、
設
置
経
費
の
半
額
助
成

を
検
討
し
て
い
る
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
活
用
し
、

さ
ら
に
、
高
度
な
自
動
操
舵
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
必
要
性
も

理
解
し
て
い
る
。
自
動
操
舵
ま

で
導
入
す
る
と
数
百
万
円
の
投

資
が
必
要
だ
。

　

対
応
機
器
の
導
入
支
援
に
つ

い
て
は
、
農
家
の
需
要
把
握
や

最
新
機
器
の
機
能
や
価
格
動
向

な
ど
、
課
題
を
整
理
し
関
係
団

体
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

竹森　毅

国
保
事
業
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て 　
　
　

保
険
税
は
減
る
の
か
？

町
長 
公
平
負
担
と
な
る
よ
う
判
断
し
て
い
く

Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地
局
の
設
置
に
つ
い
て 　

　
　

基
地
局
・
機
器
導
入
に
支
援
を

町
長 

Ｊ
Ａ
が
設
置
す
る
基
地
局
に
補
助
し
た
い
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研
修
テ
ー
マ
は
「
ハ
ウ
ス
ヤ

ル
ビ
町
に
お
け
る
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
」
で

あ
り
、
中
高
校
生
は
各
自
で
テ

ー
マ
を
決
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
し
ま
し
た
。

　

リ
ヒ
マ
キ
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（
ハ
メ
中
央
病
院
）
を
始
め
、

役
場
や
教
育
施
設
、
民
間
会
社

等
を
視
察
研
修
し
、
さ
ら
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
日
本
大
使
館

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町
で
は
現

在
、
隣
接
す
る
１
市
２
町
で
病

院
を
運
営
し
、
住
民
の
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

近
隣
11
市
町
の
連
携
で
、
高
度

医
療
に
も
対
応
で
き
る
病
院
の

設
置
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
現
在
、

医
療
制
度
の
大
改
革
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
国
全
体
を
18
地
域

に
区
分
し
、
医
療
体
制
を
集

約
す
る
方
向
だ
そ
う
で
す
が
、

様
々
な
課
題
も
あ
る
よ
う
で

す
。

　

ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町
で
は
、
よ

り
多
く
の
人
が
な
る
べ
く
自
宅

で
住
み
な
が
ら
、
医
療
を
受
け

ら
れ
る
在
宅
医
療
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

現
在
、
奈
井
江
町
で
進
め
ら

れ
て
い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
と
重
な
る
部

分
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
研
修
し
た
、
ま
ち
づ
く

り
や
教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
奈
井
江
町
に
と
っ

て
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
で

す
。

　

詳
し
い
報
告
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い
。

ハウスヤルビ町のハウスヤルビ町の
保健・医療・福祉の現状を視察保健・医療・福祉の現状を視察

医療制度の大改革（広域化）が進むフィンランドの中で在宅医療をどう進めるか

　10月25日から11月２日の日程で、町議会より、森岡議員・竹森議員、町職
員の小澤健康ふれあい参事、奈井江商業高校より中村真緒さん、奈井江中学校
より、奥田雄大君と森高未菜さんの６名が、国際交流事業として、フィンラン
ド共和国ハウスヤルビ町を訪問しました。

ハウスヤルビ町議会議場にて

チョコレート工場
の見学
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調
査
内
容　

　

道
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

【
現
地
調
査
含
む
】

問 

事
業
が
完
了
後
の
手
直
し
工

事
は
可
能
か

答 

事
業
完
了
後
は
、
そ
の
地
区

に
投
入
す
る
予
算
が
な
い
の

で
、
手
直
し
が
発
生
し
た
場
合
は
、

受
益
者
の
方
に
判
断
を
い
た
だ
き
対

応
し
て
い
る
。

問 

新
規
要
望
地
区
の
採
択
の
見

通
し
は

答 

今
後
の
予
定
は
茶
志
内
東
２

地
区
が
平
成
31
年
度
採
択
に

向
け
て
要
望
し
て
い
る
。

道
で
は
、
新
規
要
望
地
区
が
か
な

り
多
く
、
現
在
は
1
市
町
村
１
地
区

し
か
要
望
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

問 
平
成
19
年
に
高
島
南
地
区
で

の
工
事
費
は
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
100
万
円
程
度
で
あ
っ
た
が
現
在

は答 

京
極
南
地
区
で
は
、
中
山
間

地
域
や
急
斜
面
で
あ
り
、
高

島
地
区
と
比
較
す
る
と
、
切
り
盛
り

や
、
土
の
移
動
が
多
く
、
お
お
よ
そ

110
万
円
か
ら
120
万
円
位
の
工
事
費
と

な
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

土
地
改
良
事
業
は
、
生
産
性
の
高

い
農
地
整
備
、
良
質
米
の
生
産
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
重
要
な
事
業

で
あ
る
。

今
後
、
受
益
者
の
要
望
を
十
分
把

握
し
、
新
規
要
望
地
区
の
早
期
採
択

に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
農

家
負
担
軽
減
を
含
め
た
予
算
確
保
に

向
け
努
力
願
い
た
い
。

調
査
内
容　

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
新

た
な
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

問 

後
見
人
制
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

答 

昨
年
、
一
般
の
方
が
担
う

市
民
後
見
人
の
研
修
に
町

内
の
方
が
10
名
受
講
し
、
1
名
が

砂
川
の
法
人
に
所
属
を
し
て
い

る
。

問 

地
域
支
援
事
業
の
最
大
の

課
題
は
、
生
活
支
援
で
あ

り
、
今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
も
ま
す
ま
す
大
切
で
は

答 

講
演
会
や
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
等

人
材
育
成
を
、
社
協
と
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
準
備
中
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
社
協
と
一
体

と
な
っ
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い

く
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
、医
療
や
介
護
予
防
、

生
活
支
援
な
ど
の
推
進
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
支
え
合
い
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
強
化
と
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
な
ど
、
着
実
な
推
進
に
努

力
願
い
た
い
。

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
連
携

が
重
要

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

新
規
要
望
地
区
の

早
期
採
択
に
向
け

努
力
を

土地改良されたほ場（宮村・厳島地区）土地改良されたほ場（宮村・厳島地区）
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調
査
内
容　

　

交
通
事
故
発
生
状
況
、
交
通

安
全
活
動
状
況
、
犯
罪
発
生
状

況
、
防
犯
活
動
状
況

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
今
後
の

設
置
予
定
は

答 

現
在
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
予
定
は
な
い
が
、

今
後
、
公
共
施
設
を
管
理
す
る

立
場
か
ら
注
意
喚
起
を
含
め
て

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

問 

交
通
安
全
や
防
犯
に
つ

い
て
具
体
的
に
町
民
か

ら
要
望
が
出
て
い
る
か

答 

今
の
と
こ
ろ
町
民
か
ら

の
要
望
は
な
い
が
、
交

通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
は
、

警
察
署
と
各
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
課
題
を
整
理

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

多
く
の
町
民
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
指
導
員
会
、
交
通
安
全

協
会
、
防
犯
協
会
な
ど
の
活
動

に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
。今

後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
防
犯
対

策
で
は
特
殊
詐
欺
の
被
害
防

止
、
犯
罪
な
ど
が
発
生
し
や
す

い
場
所
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
設

の
検
討
な
ど
、
な
お
一
層
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
内
容　

　

実
施
計
画
、実
績
、健
診
受
診
率
・

保
健
指
導
利
用
率
の
向
上
対
策
等

問 

報
道
で
、
特
定
健
診
の
受
診

率
に
つ
い
て
、
本
町
は
、
下

位
の
方
で
あ
っ
た
が
そ
の
理
由
は

答 

平
成
28
年
度
時
点
の
、
評
価

基
準
の
１
つ
で
あ
る
、
糖
尿

病
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
29
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
評
価
は
上

が
る
と
考
え
て
い
る
。

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成
27

年
度
で
、
全
国
平
均
36
・
3
％
、
北

海
道
の
平
均
27
・
1
％
、
本
町
の
28

年
度
実
績
は
40
・
7
％
で
あ
り
、
決

し
て
低
い
方
で
は
な
い
。

問 
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
内

容
と
、
交
付
額
に
つ
い
て

答 
現
在
、
保
険
事
業
や
経
営
努

力
支
援
分
と
し
て
、
国
か
ら

財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

国
保
の
都
道
府
県
化
に
伴
い
、
30

年
度
か
ら
努
力
す
る
市
町
村
に
対

し
、
交
付
す
る
制
度
に
変
わ
る
。

な
お
、
28
年
度
か
ら
制
度
が
前
倒

し
さ
れ
、
空
知
中
部
広
域
連
合
に
全

体
で
一
括
交
付
さ
れ
、
249
万
8
千
円

の
内
、
奈
井
江
分
と
し
て
46
万
8
千

円
で
あ
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

特
定
健
診
で
は
、
健
診
料
金
の
無

料
化
や
実
施
機
関
の
拡
充
、
特
定
保

健
指
導
に
お
い
て
は
、
積
極
的
な
受

診
勧
奨
や
動
機
づ
け
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
健
診
へ
の
理
解
が
高
ま

り
、
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
評
価
す
る
。

な
お
、若
い
世
代
の
受
診
率
向
上
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
発
症
、
重

症
化
予
防
対
策
な
ど
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
と
も
、
町
民
の
健
康
増
進
を

は
じ
め
、
実
施
計
画
の
達
成
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

交通安全・防犯対策に
ついて

安全で安心して暮
らせる町づくりに
努めて

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

に
つ
い
て

受
診
率
向
上
を
評
価
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第１回定例会（予定）
■日　程　 平成30年３月５日（月）
　　　　　　　 　～３月16日（金）
■場　所　 役場３階議事堂
どなたでも傍聴できます。

お気軽にお越しください。

問合わせなどは議会事務局まで

６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

12
月
１
日
よ
り
、
待
ち
に

待
っ
た
「
な
い
え
温
泉
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
町
民

や
団
体
が
利
用
し
、
好
評
を

頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
第
４
回
定
例
会
で

は
、
旧
江
南
小
学
校
を
社
会

福
祉
法
人
日
本
介
護
事
業
団

へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ

い
て
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
多
様
な
面
か

ら
慎
重
審
議
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
回
の
議
会
だ
よ
り
で
報
告

致
し
ま
す
。

発
行　

奈
井
江
町
議
会

編
集　

広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

三
浦
き
み
子

副
委
員
長　

森
岡　

新
二

委　
　

員　

遠
藤　

共
子

　
　
　
　
　

竹
森　

　

毅

議
会
運
営
委
員
会
報
告

議
会
運
営
委
員
会
報
告

12
月
8
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
会
運

営
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
報
告

全
員
協
議
会
報
告

９
月
13
日

・
な
い
え
温
泉
施
設
の
視
察
に
つ
い
て

11
月
15
日

・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
議
員
報
酬
に
つ
い
て

12
月
６
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
案
説
明
に
つ
い
て

12
月
13
日

・
第
４
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

12
月
15
日

・
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
報
告
に
つ
い
て

・
旧
江
南
小
学
校
の
無
償
譲
渡
に
関
す
る
審

査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

広
報
常
任
委
員
会
報
告

広
報
常
任
委
員
会
報
告

　

議
会
だ
よ
り
第
９
号
（
11

月
１
日
発
行
）
編
集
の
た
め

４
回
の
委
員
会
を
開
催

委委
員
会
報
告

員
会
報
告

表
紙
の
１
枚

表
紙
の
１
枚

　

小
学
校
の
ス
キ
ー
授
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
２
年
生
の

元
気
な
声
が
ゲ
レ
ン
デ
に
響

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た

す
。

浦臼町議会との交流会
　11月19日、浦臼町役場において、浦臼町・
奈井江町の議員交流会が開催され、岩見沢児
童相談所の柳瀬浩幸所長から「空知管内は児
童（18歳未満）の割合は少ないが相談は多い」
「子どもの障がいや養育困難児、虐待を受け
た子どもの相談が多い」など相談対応等につ
いて講話を受けました。
　近年、相談件数が増えて、対応する職員の
人手不足が深刻とのこ
と。毎日のように報道さ
れる虐待のニュースを見
るにつけ、児童相談所の
充実は喫緊の課題だと思
いました。

ン
デ
に
響

ン
デ
に
響響
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